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主な予定
Schedule

3月4日～15日 第57回国連婦人の地位委員会（CSW）・（ニューヨーク）

3月10日 農山漁村女性の日（主唱：農林水産省）

巻頭言 共同参画に寄せて

Foreword

北海道知事
高橋 はるみ 　世界経済フォーラムが昨年10月に発表した「ジェンダーギャップ指数」に

よれば、日本は調査対象国135カ国中101位、OECD諸国の中でも非常に低い
順位となりました。日本は長期にわたる女性の経済的地位の向上が見られま
すが、まだ女性役員・管理職の登用状況や男女間の給与格差等が指摘されて
います。
　人口減少や高齢化が進行している中で、活力ある社会の実現のためには、
女性と男性が共にあらゆる分野で持てる能力を最大限に発揮していくことが
必要であり、「潜在力」を「顕在力」にしていくことが、今こそ、求められ
ていると考えます。
　国においても、女性の活躍促進を経済や産業の成長戦略の一環として議論
され、経済界などでもその機運が高まってきています。
　男女共同参画への理解が深まり、地域そして日本経済の再生に向けて、新
たな展開となることを期待しています。Takahashi Harumi
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地域農業の活性化や6次産業化に
女性の能力を活かすために
農林水産省経営局就農・女性課 女性・高齢者活動推進室

　女性は、農林水産業や地域の活性
化において重要な役割を果たし、6
次産業化の担い手としても大きく期
待されています。農林水産業・農山
漁村の再生・活性化に向けて、消費
者マインド、アイディア、行動力に
優れる女性の能力の発揮を一層促進
する必要があります。このため、農
林水産省では、平成24年度から、女
性向けの事業だけでなく、農林水産
省の各種事業において、女性の参画
を促進する仕組み等を盛り込むなど
女性支援策の充実・強化を図ってき
たところであり、平成25年度におい
ても、女性の能力の積極的活用をよ
り強力に進めていく観点から、地域
計画づくりへの女性参画の要件化や
女性による事業活用の促進を以下の
とおり実施することとしています。
1　企画・立案段階からの女性の
参画促進
　地域の方針を企画・立案する段階
から、女性の参画を促進するため、
市町村等の単位で地域農業の目指す
べき方向や確保すべき経営体の姿を
定める「人・農地プラン」の検討に
おいて、女性の参画を要件化（検討
の場に概ね3割以上の女性の参画を
求める）する取組を引き続き進めま
す。
2　地域農業の活性化などにチャ
レンジする女性への支援
　6次産業化など女性の実践活動を
促進する事業では、女性農業者等に
よる積極的な事業活用が望まれるこ
とから、女性農林漁業者のネットワ
ーク等を通じて、女性に対し事業に
関する情報を周知するとともに、活
用を呼びかけ、女性や女性グループ

が積極的に採択されるよう配慮を行
うこととしています。
　女性による取組の促進に配慮した
主な事業について、表にとりまとめ
ましたのでご参照ください。

3　地域で活躍する女性経営者の
飛躍的な発展支援
　地域で活躍する女性経営者の飛躍
的な発展を支援するため、「女性経
営者発展支援事業」を平成24年度に
引き続き実施します。この事業は、

チャレンジする女性への支援のための施策
女性農業者等が積極的に採択されるよう配慮するもの等

総額　48,245百万円の内数

事　　業　　名 事　　　業　　　内　　　容 予算額等

経営体育成支援事業
人・農地プランに位置付けられた中心経営体等の育成・確保を図るため
に必要な農業用機械等の整備を支援。
（農業経営の多角化等に取り組む女性を含む団体等も助成対象とします。）

4,663百万円
の内数

6次産業化支援事業

地域の農林漁業者等に対する新商品開発や販路開拓、技術研修会の開催
等を支援。
事業の実施主体として女性を含め農林漁業に従事する者が組織する
団体を追加します。
女性による取組事例の提供などにより、女性の事業活用をサポート
します。

1,443百万円
の内数

強い農業づくり交付金

国産農産物の安定供給のため、生産から流通までの強い農業づくりに必
要な共同利用施設の整備等を支援。
女性が活躍しやすい部門である農産物加工に必要な施設整備につい
ては、女性が主体の取組の場合に、面積と下限事業費の要件緩和をし
ます。

24,422百万円
の内数

都市農村共生・対流総合対策交付金

農山漁村の持つ豊かな自然や「食」を観光、教育、健康等に活用する地
域の手づくり活動を支援。
「食」を活かしたグリーン・ツーリズムなど、女性が中心となった
都市と農山漁村の共生・対流につながる取組（地元食材を活用した
新商品の開発・販売、農家レストラン、農家民宿等）を支援します。

1,950百万円
の内数

農山漁村活性化プロジェクト支援交付金

農山漁村活性化法に基づき市町村等が作成した定住・交流促進のための
活性化計画の実現に必要な施設整備を中心とした総合的取組みを支援。
女性等の農林漁業経営、地域文化の伝承等能力発揮や地域住民の活
動促進に必要となる施設及び付帯施設整備（地域住民活動支援促進
施設）を支援します。

6,233百万円
の内数

強い水産業づくり交付金（産地水産業
強化支援事業）

産地における水産業の強化に必要な施設等の整備を支援。
女性等の活動支援のため、子供待機室、調理実習室、会議室等によ
り構成される「女性等活動拠点施設」の整備を支援します。

3,250百万円
の内数

「緑の雇用」現場技能者育成対策事業の
うち女性林業者等定着支援

女性林業者の定着を支援するため、女性林業グループ等を対象に全国レ
ベルの交流会や優良活動事例等の情報提供を実施。

6,233百万円
の内数

沿岸漁業リーダー・女性育成支援事業
漁村女性の資質向上のための研修・情報交換等を実施。また、漁村女性
が取り組む漁獲物の加工・販売や漁村コミュニティにおける様々な活動
に対して支援。

51百万円

事業の実施に当たり、女性農業者等の参画に配慮するもの

事　　業　　名 事　　　業　　　内　　　容 予算額等

農地制度実施円滑化事業費補助金

農業委員会等による農地の利用関係の調整、遊休農地解消に向けた取
組、農地相談員の設置等に必要な経費を支援。
農業委員等の資質向上のための研修において女性の登用に関する周
知・啓発活動を実施します。

1,963百万円
の内数

新規就農・経営継承総合支援事業のう
ち農業者育成支援事業のうち新規就農
等相談支援

就農希望者等に対する全国的な求人情報等の提供や就農相談、就業前の
短期就業体験の実施を支援。
新規就農者を対象とした相談会において、女性の新規就農者による
体験を紹介するセミナーを実施します。

23,877百万円
の内数

新規就農・経営継承総合支援事業のう
ち農業者育成支援事業のうち技術習得
支援

地域農業のリーダーとなる人材を育成するため、農業経営者教育機関等
の実施する研修に対する支援。
地域の中核教育機関が策定する「教育改善計画」の検討メンバーに
女性が参画することを要件とします。

23,877百万円
の内数

新事業創出人材育成事業
新事業創出人材育成プログラムを活用した人材育成を実施。
事業者の選定において、「女性が参加しやすい環境の整備に努めて
いるか」を評価項目の一つとします。

39百万円

農山漁村活性化プロジェクト支援交付金

農山漁村活性化法に基づき市町村等が作成した定住・交流促進のための
活性化計画の実現に必要な施設整備を中心とした総合的取組みを支援。
計画申請時に、女性参画促進に向けた取組方針又は取組の有無を確
認する事とします。

6,233百万円
の内数

森林・山村多面的機能発揮対策交付金

森林の有する多面的機能を発揮させるため、地域の活動組織が実施する
里山林など森林の保全管理や山村活性化に資する取組を支援。
本事業の活動内容を協議する地域協議会に女性が参画することを要
件とします。

3,000百万円
の内数
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女性は農林水産業や地域の担い手として活躍しているだけでなく、6
次産業化の取組においても大きく期待されています。
農林水産省では、このような女性たちの活躍を更に応援するため、女
性の能力の発揮を一層促進するための施策を実施します。

女性経営者相互のネットワークの形
成や異業種・民間企業経営者との交
流機会の設定を行うもので、都道府
県段階及び全国段階における取組を
支援することとしております。
　全国段階での取組では、平成24年
度に「女性農林漁業者とつながる全
国ネット」（愛称：ひめこらぼ）と
いう全国ネットワークを立ち上げ、
女性農林漁業者だけでなく、異業種
や民間企業、消費者の方などにも参
加いただき、ビジネスパートナーと
しての関係づくりや、情報交換・交
流・連携を進めているところです
が、平成25年度はこのネットワーク
をさらに発展させていくこととして
います。
　農林水産省としては、これらの施
策を通じて、農山漁村の女性の活躍
を強力に支援していきたいと考えて

います。

女性の参画は経営にとって
プラス

　今年度、農林業センサスのデータ
を組替集計して、女性の経営参画と
経営状況の関係を分析しました。そ
の結果、女性の基幹的農業従事者の
いる経営体や、家族経営協定の締結
により女性を農業経営に参画させ、
女性の能力を十分に活かした経営体
は、販売金額が大きくなる傾向が見
られました。また、女性が参画して
いる経営体は、農産物の生産だけに
とどまらず、農産物加工、観光農
園、農家民宿など、経営の多角化に
取り組む傾向が強くなることがわか
りました。このことから、女性が経
営に参画することは、売上げの増加
や経営の多角化にプラスの効果を及

ぼすという傾向が明らかになりまし
た。
　詳細はこちら（農水省HP）をご
覧ください。
http://www.maff.go.jp/j/keiei/keiei/
kouzou.html

「農山漁村女性の日」について
　農林水産省では、3月10日を「農
山漁村女性の日」と定め、農山漁村
女性の役割を正しく認識し、適正な
評価、女性の能力発揮を促進し、農
山漁村における男女共同参画の啓
発、気運の醸成に努めてきました。
　昭和63年3月に第1回目の全国記念
行事が開催されて以来、毎年、農山
漁村の女性参画関係8団体の主催に
よる記念行事（約千人規模）が東京
で開催されています。
　第26回目となる本年度は、大会キ
ャッチフレーズを「今こそ見せよ
う！農山漁村の底力」と定め、記念
講演とともに表彰式や優良事例発表
などが行われました。
日時：平成25年3月7日（木）
　　　10：00～16：00
場所： 台東区立浅草公会堂（東京都

台東区）
内容：表彰式、活動報告
講演： 「ローマ法王に米を食べさせ

た男－限界集落からの脱却」

「農山漁村女性の日」設立の経緯
　この日は、「国際婦人の10年」ナイロビ世界会議（昭和60年）で採択された「婦人の地位向上のためのナイロビ将来
戦略」を受け、我が国において決定された、「西暦2000年に向けての新国内行動計画」（昭和62年策定）の具体的施策
の一つとして、位置付けられたものです。
　3月10日に設定することについては、まず第1に国際的な視点として「国際婦人の10年」の基本となる世界行動計画
草案が検討された時期であること、第2に農家・農村の生活リズムの視点から、農作業が比較的少なく社会生活におい
ても女性が学習や話し合いを共にする条件が整っていること、第3に女性自身の視点として農山漁村女性の3つの能力
（知恵、技、経験）をトータル（1

とお

0）に発揮してほしいという願いも込められています。

主業農家のうち、家族経営協定の有無別農産物販売金額規模別農家数（全国）

資料：農林水産省統計部「2005年農林業センサス」（組替集計）により作成
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地域農業の活性化や6次産業化に
女性の能力を活かすために

講師：高野誠鮮氏

農山漁村でいきいきと
活躍する女性達

　農山漁村においては、数多くの女
性達が、いきいきと活動を展開され
ており、これらの方々の素晴らしい
活躍を広く知っていただくための表
彰が行われています。3月7日に開催
された記念行事において表彰式が行
われました。これらの受賞者の中か
ら、特に優れた活動を行っている女
性達の活動を以下にご紹介します。
1「平成24年度農山漁村男女共同
参画優良活動表彰」農林水産大
臣賞受賞者の紹介
　この表彰は、農林水産業分野にお
いて、次世代を担う地域リーダーと
なることが見込まれている女性や、
女性の参画を積極的に推進している
組織等を表彰することによって、農
山漁村における男女共同参画の取組
の推進に資することを目的に行って
います。
（1）次世代を担う地域リーダー部門
①　高 博子氏 （石川県七尾市）

能登島赤土野菜の出荷作業

　高さんは、平成12年に結婚と同時
に夫とともに就農。土づくりや低農
薬栽培を実践し、エコ農業のPR活

動に取り組むとともに、消費者との
コミュニケーションを重視した販促
活動の結果、全国のデパートやレス
トランに野菜を納入。平成18年には
認定農業者となり、高農園の販売部
門を担う（株）能登大地や、エディブ
ルフラワーの栽培・加工販売を行う
「りらく」を設立するなど6次産業化
の先駆的存在でもあります。
②　平野 佳子氏 （千葉県旭市）

ハート型きゅうりで産地をPR

　平野さんは、施設野菜農家に生ま
れて、結婚後就農し、平成16年に経
営移譲を受け、経営主として「JA
ちばみどり旭胡瓜部会」に参加する
中で、女性よる産地PRに取り組ん
でいます。部会内の女性9人で「ハ
ート倶楽部」を結成し、初代会長と
なって、ハート型キュウリの生産、
販売促進活動等に取り組み、年間5
万本を出荷するまでに至っていま
す。これらの取り組みを通じて、女
性たちが発言できる環境づくりに努
め、女性たちの農業経営への参画意
識の向上に大きく貢献しています。
（2）組織における女性登用部門
①　岩手県遠野市農業委員会
 （岩手県遠野市）
　平成24年3月の農業委員の改選に
あたり、農業委員会会長が市長、市
議会議長へ女性農業委員の選任を要
請した結果、市議会から3名の推薦

があり、選挙委員1名と合わせて4名
の女性が登用されました。遠野市農
業委員会では、女性による活動を重
要な柱に位置づけており、全ての委
員会等に女性を配置しています。ま
た、「女性農業委員業務検討会」を
設置するなど、女性農業委員の活動
を実効あるものとしています。
②　鹿児島県曽於市農業委員会
 （鹿児島県曽於市）

「食と農と女性の会」講演会

　曽於市では農業委員会も参画した
「曽於市男女共同参画推進会議」を
設置。平成23年度の改選期には、こ
れまでの専任委員の選挙への立候補
を促すとともに、新たな女性委員の
選任について、市長・議長に対して
要請活動を展開した結果、選挙委員
3名、選任委員3名の計6名の女性農
業委員が誕生しました。女性農業委
員が中心となり「食と農と女性の会」
を設立し、講演会、交流会等を実施
して地域の活性化にも大きく貢献し
ています。

家族経営協定調印式にて
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地域農業の活性化や6次産業化に
女性の能力を活かすために

2「平成24年度農山漁村女性・シ
ニア活動表彰」農林水産大臣賞
受賞者の紹介
　この表彰は、農林水産業及び農山
漁村の生活、農山漁村の活性化に優
れた活動の実績をもち、男女共同参
画の推進又はいきいきとした高齢者
の活動の推進のために積極的に活動
している経験豊富な女性・高齢者の
個人又は団体を表彰することによ
り、女性や高齢者といった地域の多
様な人材が農山漁村でいきいきと活
躍できる環境づくりの推進に資する
ことを目的に行っています。ここで
は女性参画部門の受賞者について紹
介します。
（1）女性地域社会参画部門
①　中山 みつい氏 （茨城県牛久市）

子ども達と一緒に収穫を喜ぶ

　中山さんは、平成11年から12年
に、茨城県女性農業士会長として全
県的な食農活動をリードしながら、
地元での食育活動に熱意をもって取
り組んできました。小学生を対象に
した食農教育は12年目を迎え、平成
18年からは中学生の職場体験受け入
れや農業講話などにも活動の幅を広
げています。県の農政審議会や女性
支援会議へも出席し、女性の視点か
ら様々な提言を行っています。
②　栗原 慶子氏 （埼玉県飯能市）
　栗原さんは、県内初の女性林業グ

ループを結成し、学習活動や木工品
の制作等を開始。平成9年、県の林
業女性会議「結木の会」を発足、代
表となり、同年、全国林業グループ
連絡協議会女性会議を結成し、初代
会長として、全国レベルでの女性林
業者の組織化に向け尽力してきまし
た。これらの活動が全国に波及し、
各都道府県で女性林業者の会が結成
されるなど、男性社会だった林業界
で女性の参画を牽引してきました。
（2）女性起業・経営参画部門
①　渡邉 政子氏 （群馬県玉村町）

スタッフと共に

　渡邉さんは、兼業農家に嫁ぎ、義
父から経営移譲を受け、経営者とな
りました。米麦生産に畜産部門を導
入して複合経営化を進め、その後、
米麦経営への再転換を図るなど経営
改善に取り組み、着実に規模拡大に
取り組んできました。また、JA若
妻会や生活改善グループの結成等、
女性ネットワークの構築を推進し、

平成17年、町で初の女性認定農業者
に認定され、平成24年からはJA理
事として活躍しています。今後も加
工部門の導入や、夫や後継者を加え
ての法人化も目指しているなど、女
性農業経営者の先駆的モデルです。
② 　開聞農産物販売所「おふくろの
里」運営会 （鹿児島県指宿市）

開聞産、採れたて野菜はいかが！

　同会は、地元の生活改善グループ
が活動母体となり、食べ方の提案も
伴った農産物販売や伝承料理を活用
した消費者交流イベントの開催等、
販売、運営方法の工夫を行ってきま
した。高齢化が進む中、直売所の継
続をめざした後継者育成にも取り組
み、安定した直売所運営により若い
農業者も育てています。さらに学校
給食センター、保育園、病院などへ
の販路拡大にも取り組んでいます。

まとめ
　農山漁村においては、女性が中心
となった様々な優れた活動が展開さ
れています。このような女性の視点
を活かした活動は、農山漁村の活性
化を牽引するものとして大いに期待
されており、今後とも、それぞれの
地域における女性たちの地に足のつ
いた取り組みを支援していきたいと
思います。

「全国林業女性交流会」において、全林研
女性会議相談役として講評する栗原慶子氏
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　今回は、日経WOMAN「ウーマ
ン・オブ・ザ・イヤー2013」大賞に
選ばれた諏訪貴子さんにお話しを伺
いました。諏訪さんは、先代の社長
であった父の急逝を機にわずか32歳
で社長に就任。短期間に数々の経営
改革を実施し、会社の成長を主導し
ました。工場には、中小企業経営者
や国内外の政府関係者が次々視察に
訪れています。

職人の技が活きる「ゲージ」で勝負。
　ダイヤ精機は、自動車部品向けの
治工具（機械加工や溶接に用いる工
作具の固定などに使う装置）やゲー
ジ（自動車部品などの寸法をチェッ
クする測定具）を設計製作する会社
です。リーマンショックを受けて、
機械生産の治工具メインから、それ
まで2割だったゲージの生産割合を6
割に増強し、業績を大幅に改善しま
した。ゲージは熟練工が手作業で研
磨して仕上げるので、機械生産製品
のように海外にシェアを奪われた
り、価格競争に巻き込まれるリスク
が低いのです。

未経験でもコミュニケーションが取
れる人を積極採用。
　わが社の強みは、第一に技術力。
先輩たちが築き上げてきた「日本の
技術」を継承している職人たちの技
術力です。

　第二に社内が明るいこと。採用基
準は「コミュニケーション力とやる
気」。どんな技術を持っていても、
ウチに来たら素人になる可能性も高
いので、未経験者でも、コミュニケ
ーションが取れる人を採用していま
す。コミュニケーションが取れる人
というのは、成長の度合いが早い。
今年入った子たちはみなサービス業
出身です。彼らは人に質問すること
を臆せずできるし、わからないこと
をわからないと言えるので、上達が
早い。年齢差のある人と接する経験
を持っているので、年上の職人さん
とも上手くやって技術を学んでいき
ます。
　社としては、未経験者教育プログ
ラムをしっかり準備。机上教育1週
間の後は、1か月、3か月、半年、1
年、3年の「若者が辞めるポイント」
に合わせて対策をします。大手と違
い同期がたくさんいるという訳では
ないし、ひとりひとりに合わせたき
め細かい教育対応が大切です。技術
はウチに入ってから身に着けてもら
えばいい。しっかり教育していきま
すから。

言葉の意味を知ると、行動が変わ
る。基礎を固めて経営改革。
　「経営改革の3年間」と称し、
「人」、「財務」、「組織」すべてにお
いて、基礎となる経営基盤強化に努

めました。
　「財務」では、大幅なコストカッ
トを実施。「人」においては「基礎
教育」。「おはようございますからは
じめよう」とか、「整理整頓からや
る」といった基本です。例えば製造
業の基本である「整理整頓」。「整理
整頓」とは「整理」と「整頓」で
す。そして「整理」とは、要るもの
と要らないものを分けて、要らない
ものを捨てること。「整頓」は、要
るものだけを使いやすく並べること
です。言葉の意味を知っていると、
行動に差が出できますよね。だか
ら、「PDCA」とか「QC」とか、そ
の意味から、1年かけて教育し、2年
目はその基盤を活かしてチャレン
ジ、3年目はそれらを維持・継続・
発展するための「見直し・スリム
化・標準化」を行いました。

亡き兄の代わりに「男」として育
つ。「女」だからこそ、直ぐに結果
を残したかった。
　6歳で、白血病で亡くなった兄の
代わりに私が生まれました。この会
社もそもそも兄の治療費を稼ぐため
に建てられたものです。跡継ぎが欲
しかった父は私を「男」として育て
ました。お人形とかは与えてもらえ
ず、高校・大学になれば、「バイク
に乗れ、車に乗れ、工学部以外は行
っちゃだめだ。」です。

男の世界の製造業。女性
だからこそ、早く「結果」
を残したかった。

Suwa Takako 
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諏訪 貴子
ダイヤ精機株式会社
代表取締役社長

すわ・たかこ／
1971年東京都大田区生まれ。
成蹊大学工学部を卒業後、ユニシアジェッ
クスス（現　日立オートモティブシステム
ズ）に技術員として入社。2代目修行のの
ち、2004年ダイヤ精機株式会社　代表取締
役に就任。
3年間の改革を実行し、2008年経産省「IT
経営実践企業」に認定される。
2012年「勇気ある経営大賞　優秀賞」受
賞、「人材育成都知事賞　奨励賞」受賞。
日経ウーマン「ウーマンオブザイヤー　大
賞」を受賞。

　製造業の世界は「男」の世界。だ
から、女性であることをはじめはマ
イナスに捉えていました。社長にな
って最初の2年は表に顔を出さなか
った。製造業の社長に女が就くこと
で、「あの会社はもう駄目なんじゃ
ないか？」と思われたら従業員に申
し訳ないと。社長として出向いて
も、秘書に間違われたり。32歳とい
う若さもあって、なかなか認知して
もらえなかった。直ぐに結果を出さ
なければダメだ。男性に比べて社会
的信用が低いと感じました。女だか
らこそ、結果を残したかった。
　ある時社員に「私、女社長で頼り
ないよね、ごめんね。」と言ったら、
「いや、だって社長。たまたま女、
ってだけでしょう。」と。その言葉
で吹っ切れました。就任して半年で
大きな利益を出し、結果を残してい
くことで、周りも認めてくれ始めた。
　女というだけで目立ってしまう。
これをマイナスでなくプラスに捉え
て、「女だからって。」と批判する人
たちには、「羨ましいでしょ。」って
言える強さも身につけました。

女性だから活きる製造業の現場。
「有休は使っちゃえ。」が合言葉。
　製造業は「男」の世界ではありま
すが、やる気さえあれば「男」も
「女」も関係ないと思います。現在、
技術者全体で40名のところ、女性は

私を入れて2人。男性は直ぐに結果
を求めますが、女性は根気よく続け
るところがあります。製品の美しさ
への追及は女性の方が持っていたり
する。手仕上げが大事な当社では活
躍できると思います。
　ワーク・ライフ・バランスで言え
ば、PTA出席、子どもが熱を出し
た、など、仕事を抜け出す必要があ
るときはいつでもOKです。理解が
ある社風。私も、同じ子どもを抱え
ている身ですし。
　また、「有休は使っちゃえ。」が合
言葉。仕事がない時にはみんなで休
み、仕事があるときにはみんなで頑
張る。が基本方針です。周りへの気
遣いはもちろんしますが、「つき合
い残業」はいっさいありません。メ
リハリのある生活をしていますよ。
ハワイのホノルルマラソンに参加す
る相談役、釣り部、フットサル部。
ゴルフにダーツ。本当にいろいろ。
皆に「趣味を持て」と言っています。

女性たちへのメッセージ。経験を広
げて、自分の可能性を信じよう。
　能力を持った女性がたくさん結婚
や子育てで家庭に入りました。今40
代を過ぎて、子育てが一段落してき
ていると思うのですが、彼女たち
に、是非社会に戻ってきてもらって
力を貸していただきたいと思いま
す。それも、経験がある職種とかに

とらわれず、どんどん新しい分野に
チャレンジして欲しい。40代50代
は、まだまだ新しいことにチャレン
ジできる年代なので。
　これから社会に出る若い方々に
は、いろんなことに興味を持って欲
しい。狭い世界では自分に向いてい
ることを見つけづらいので、いろん
な経験と情報を手に入れて、目標を
持てる仕事に就いてもらい「やりが
い」を実感してほしいと思います。
　既にお仕事に就かれている方々に
は、その仕事の中での目標設定なり
ビジョンなりを描くことを考えて欲
しい。
　仕事って、考え方次第だと思いま
す。最初に勤めた工場で、一日8時
間部品を箱につめる仕事をしたので
すが、最初はものすごく辛くて辞め
たかった。でもその中で、「次、タ
イムアタックしてみよう。」とか、
そうすると時間が早く感じられた
り、詰め方を変えて工夫したり、作
業が早くなってくると先輩たちから
褒められたり、考え方次第でうまい
具合に回っていくものだと思います。

　逆境を味方につけ、次の躍進を実
現している諏訪社長。ポジティブシ
ンキングを信条とした彼女の活躍
は、日本経済を確実に元気にしてい
ると感じました。これからの益々の
ご活躍を大いに期待したいと思います。

コミュニケーションが取れる人は、成長が早いと思います。
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図表1　政策・方針決定過程への女性の参画状況

（備考１）原則として平成24年のデータ。ただし、*は平成23年、**は平成22年のデータ。
　　　　　（　）は前年あるいは前回調査のデータ。
（備考２） ★印は、第3次男女共同参画基本計画において当該項目又はまとめた項目が成果目標

として掲げられているもの。

T O P I C S

行政施策トピックス

　内閣府では、毎年、政治・行政・司法
等様々な分野における政策・方針決定過
程への女性の参画状況等について直近の
データを収集し、取りまとめています。
（図表1参照）
　平成24年12月に公表した「女性の政
策・方針決定過程参画状況調べ」、「国の
審議会等における女性委員の参画状況調
べ」、「独立行政法人等女性参画状況調
査」及び「地方公共団体における男女共
同参画社会の形成又は女性に関する施策
の推進状況」の調査結果の概要を紹介し
ます。

Ⅰ 　政策・方針決定過程への女
性の参画状況

　本年の調査結果のポイントは以下のと
おりです。
• 国会議員に占める女性の割合は、平成
24年11月現在、衆議院10.6％、参議院
18.2％と、ともに前回調査から減少し
た。（なお、平成24年12月の衆議院議
員総選挙後は、衆議院7.9％と、さら
に減少した。）
• 国家公務員の管理職に占める女性の割
合は、平成23年1月現在2.5％となって
おり、わずかながら増加傾向にある。
• 国の審議会等における女性委員の割合
は、平成24年9月現在32.9％となってお
り、2年連続で減少した。一方、女性
の専門委員等の割合は19.4％となって
おり、増加傾向にある。
• 国の審議会等のうち、女性委員を含ま
ない審議会は3審議会で、前回（証券
取引等監視委員会及び検察官適格審査
会）から1審議会（国土開発幹線自動
車道建設会議）増加した。
• 独立行政法人、特殊法人及び認可法人
において、平成24年4月現在、全常勤
職員に占める女性の割合は33.5％であ

参画状況調査・推進状況調査
内閣府男女共同参画局推進課

Part 1

国連ナイロビ将来戦略
勧告（1990年）におい
て、「指導的地位に就く
婦人の割合を、1995年
までに少なくとも30％
にまで増やす」との数
値目標を設定

「社会のあらゆる分野に
おいて、2020年までに、
指導的地位に女性が占
める割合が、少なくと
も30％程度になるよう
期待」（平成15年6月20
日男女共同参画推進本
部決定）
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図表2　市区町村における男女共同参画計画の策定率の推移

（備考） 東日本大震災の影響により、平成23年度は岩手県、宮城県、福島県の15市町村、平成24年度は福島県の2
村について調査を行わなかった。

T O P I C S

行政施策トピックス

り、課長相当職11.9％、部長相当職6.4
％と、役職が上がるほど割合は低くな
っている。また、女性役員のいる法人
は30法人（20.7％）で、全法人の役員
に占める女性の割合は3.3％であった。
• 民間企業の管理職の割合（課長相当
職）は、平成23年6月現在、前回から
1.1ポイント上昇して8.1％となってお
り、増加傾向にある。
• 司法分野における女性割合は、検察官
は平成24年3月現在14.4％（前回は14.1
％）、裁判官は同年4月現在17.7％、弁
護士は同年9月現在17.5％となってお
り、いずれも増加傾向にある。

Ⅱ 　地方公共団体における男女
共同参画に関する取組の推進
状況

　男女共同参画に関する計画は、全都道
府県・政令指定都市において策定してい
ます。また、計画を策定している市区町
村は68.2％で、133市区町村で計画の策定
を検討しています。（図表2参照）
　都道府県防災会議に占める女性の割合
は4.6％です。女性委員のいない都道府
県防災会議は7となっています。

　詳しい調査結果は、内閣府男女共同参
画局HPをご覧ください。
　（http://www.gender.go.jp/research/
index.html）
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調査概要
調査時期：
平成24年10月11日～10月28日
（調査員による個別面接聴取）

調査対象：
全国20歳以上の者　5,000人
（有効回収数：3,033人、回収
率：60.7％）

過去実績：
平成21年10月、19年8月、16年
11月、14年7月、12年2月、9年
9月、7年7月等）

図1　社会全体における男女の地位の平等感

T O P I C S

行政施策トピックス

　内閣府では、男女共同参画社会の実
現に向けて、効果的な施策の推進を図
る資料として、男女共同参画社会や家
庭生活等に関する国民の意識を把握す
るため、10月に「男女共同参画社会に
関する世論調査」を実施しました。

　内閣府では、平成24年12月15日に「男
女共同参画社会に関する世論調査」を公
表しました。
　ここでは、その主な結果について御紹
介します。

1 ．男女共同参画社会に関する
意識について

　「社会全体における男女の地位の平等
感」については、「男性の方が優遇され
ている」と回答した人の割合が、低下傾
向にはあるものの69.8％と最も多くなっ
ています。また、「平等」と回答した人
が前回調査（平成21年10月）より1.4％ポ
イント上昇し、24.6％となっています。
分野別にみると、「男性の方が優遇され
ている」と回答した人が特に高いのは、
「政治の場」の74.0％及び「社会通念・
慣習・しきたりなど」が70.4％で7割を
超えています。
　また、女性が職業をもつことについて
の考え方では、男女ともに、「子どもが
できてもずっと職業を続ける方がよい」
と回答した人が、前回調査より1.6％ポ
イント上昇し47.5％となり、女性が働き
続けることに対して、さらに肯定的にな
ったといえます。

「男女共同参画社会に関する世論調査」
（平成24年10月調査）の結果について

内閣府男女共同参画局推進課
Part 2

2 ．家庭生活等に関する意識に
ついて

　「夫は外で働き、妻は家庭を守るべき」
という、いわゆる固定的性別役割分担意
識については、前回まで「賛成」の割合
が低下傾向にありましたが、今回調査で
は、賛成が前回より10.3ポイント上昇し
51.6％、反対が10.0ポイント低下し45.1％
となっています。男女別にみると、男性
は賛成が前回より9.4ポイント上昇し55.2
％、反対が10.1ポイント低下し51.1％、
女性は賛成が11.1ポイント上昇し48.4％、
反対が9.8ポイント低下し48.8％となりま
した。年齢別にみると、20歳代で大きな
変化があり、前回調査より賛成が19.3ポ
イント上昇の50.0％、反対が20.5ポイン
ト低下の46.6％となっています。
　また、生活の中での、「仕事」、「家庭
生活」、「地域・個人の生活」の優先度に
ついては、希望は「仕事と家庭生活」を
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図3　メディアにおける性・暴力表現の問題点

図2　固定的役割分担意識（夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである）

T O P I C S

行政施策トピックス

ともに優先したいと考えている人の割合
が30.5％と最も多くなっていますが、現
実（現状）は「仕事」を優先している人
が26.1％、「家庭生活」を優先している
人が32.8％となっており、希望と現実に
ギャップが生じています。

3 ．メディアにおける性・暴力
表現に関する意識について

　メディアにおける性・暴力表現につい
て問題があるかどうか質問したところ、
問題があると思うと回答した人の割合
は、73.8％になっています。
　どのような問題点があるかについて
は、「そのような表現を望まない人や子
どもの目に触れている」が60.3％で最も
多く、次いで「社会全体の性に関する道
徳観・倫理観が損なわれている」が55.4
％となっています。
　また、制限の方法については、「イン
ターネットにアクセスするためのサービ
スを提供している接続業者において、有
害なサイトへのアクセスを制限」と回答
した人が52.8％で最も多く、続いて「イ
ンターネット上の違法・有害なサイトに
アクセスできないようにする（フィルタ
リング機能）など、受け手側で制限」が
50.7％となっています。
　調査結果の詳細については、以下の
URLをご覧ください。
（http://www8.cao.go.jp/survey/h24/
h24-danjo/index.html）
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あつみ・なおき／東京大学法学部卒業。複数のシンクタンクを経て、2009年東レ経営研究所
入社。内閣府『「企業参加型子育て支援サービスに関する調査研究」研究会』委員長、『子ども
若者育成・子育て支援功労者表彰（内閣総理大臣表彰）』選考委員会委員、男女共同参画会議  
専門委員、厚生労働省『イクメンプロジェクト』『政策評価に関する有識者会議』委員等の公
職を歴任。

Atsumi Naoki

連載 連載

休暇取得率向上、Div＝女性活躍と矮小
化してはいけない。ある程度、目標を達
成したらペースダウンしかねないから
だ。WLB＝社員がワークもライフも自
分でマネジメントする自律型人材にな
り、業務プロセスをたえず見直す職場風
土を醸成するには、時間がかかる。
　Div＝多様性と多面性を相互に理解し、
活かし合い、切磋琢磨していくダイナミ
ックなプロセスだ。たえず新たなテーマ
を設定して、組織に波風を立て続けるの
は面倒な側面もある。
　例えば、2012年11月号で「未活用資産
は第三の性の人たち（LGBT）」と書い
たところ、総じて賛成が多かったが、
「なぜ不道徳な人を応援するのか」とい
う批判や質問もあった。筆者が週末に主
催してきた『子ども会』に来ていた2000
人の中に何人かLGBTの子どもたちがい
た。彼らの話を聞き、またLGBTネット
ワークの方々を知る中で、「彼らが活躍
し難い社会では、大きな損失・見えざる
コストが生じている」という、男女共同
参画と同根の問題に気づいた。
　自分に似ていて、気心が知れた人たち
だけと一緒にいる方がたしかに気楽だ
し、組織は安定する。しかし、安定から
成長は生まれにくい。組織が成長し続け
るためには、たえず波風を立て続けるべ
きという信念がないと、易きに流れやす
い。優秀な人財を確保したいのならば、
LGBTをはじめ、あらゆるマイノリティ
が活躍できる職場作りは必須だ（注3）。

介護と仕事を両立するポイント
　さらに、私自身への質問も頂戴した。
「Qどうやって、介護・看護をしながら
仕事と両立しているのか？」一言でいう

なぜ、我が国は遅れがちなのか
　これまで全国から多くのメール、お手
紙を頂戴した。いよいよ最終回なので、
未回答のままのご質問に回答したい。
　いちばん多かった質問は、「Qなぜ日
本は海外と比べて男女共同参画やWLB
が遅れがちなのか？」最大の理由は政策
決定に大きな影響を及ぼす様々な集団の
幹部に女性、および制約社員が少ない、
という属性の偏りがあるからだ（注1）。
　一方で、こうした集団の幹部も、あと
20年経つとかなり変わる見通しだ。しか
し、その間に日本は大きく地盤沈下しか
ねない。早急に、女性役員クォータ制を
導入すべきだ（2011年8月～11月号）。
　次の質問は、「Q先進企業の取組が急
にペースダウンするのはなぜか？どうす
ればいいのか？」第一に、トップの交代
で、路線変更するケースがある。この場
合、変更後にパワハラなどの不祥事が生
じる可能性が高い（2011年9月号）ため、
自浄機能を働かせるべきだ（注2）。
　第二に、制度を充実させたところ、権
利主張型社員が生じてしまい、周囲に不
協和音が生じてしまうケース。そういう
タイプには釘をさすことも必要だ。30年
前、「子守り求む」と電信柱に貼った女
性の先輩たちの頑張りで、今がある。私
は、「支援と貢献」という言葉をよく使
う。制約社員になる前に、効率の良い働
き方を学べるように、シビアな環境で鍛
えておくべきだ。一方で、貢献には時間
もかかる。制約社員として時間あたりの
生産性を高めて、いずれ通常の労働時間
に戻り、大きく貢献する日がくることを
期待して投資をするのだ（2011年3月号）。
　第三に、そもそもWLB＝時間外削減、

株式会社東レ経営研究所ダイバーシティ＆
ワークライフバランス研究部長 渥美 由喜
地域戦略としてのダイバーシティ⑪　まとめ

注0： 読者からよく、「渥美さんの原稿は、
注書きの方が面白い」という言葉を
頂戴する。そういわれると、「本文
はつまらないのか？」と複雑な心境
になるかというと、そうではない。
　表面的な主張よりも、根底にある
思いの方が大切だと考え、注書きに
は私の思いをこめてきたので、褒め
言葉はとてもうれしい。
　今後、お問い合わせ、ご依頼があ
る場合は、atsuminaoki0123＠
gmail.comまで、お寄せください。
ただし、介護・看護を優先している
ため、すぐにはお返事できないかも
しれません。ご容赦ください。

注1： 地名でいうと、永田町、霞が関、丸
の内、大手町あたりの組織は、男性
優位社会で、しかも共働き割合が一
般社会よりもかなり低い。
　このため、そもそも男女共同参画
にまったく理解のない人たち（大半
は男性）も少なくないが、理解はあ
っても実感がない人も多い。政策の
歪みを是正するためには、クォータ
制の導入により、実感を持つ人たち
を強制的に増やすべきだ。

注2： 筆者が知るケースを紹介する。A社
では、WLBで企業業績を大きく伸ば
したB社長が勇退した後、後任のC
社長は表面上、従来路線を踏襲しつ
つ、実際には180度転換した。
　売上目標の3倍の成果を上げなが
らも、定時で帰宅していたD部長に
対して、C社長は、「他部署の売上
が低迷しているのだから、売上好調
な君の部署はその分をカバーしろ。
君を含めて、定時で帰って子育てや
介護なんて余裕がある部員もいるよ
うだが、そんなのは女房にやらせ
て、死ぬまで働け！」と叱責した。
D部長が「お言葉ですが、育児や介
護は妻任せでいいという考えはおか
しいのでは」と反論したところ、C
社長は机をバンバンと叩きながら、
「社長に反論するとは身のほど知ら
ずめ！」とD部長の売上実績を過少
に改ざんし、最低評価に落とした。
他にも、社員とのトラブルが頻発し
た。
　結局、コンプライアンスの通報ル
ートで、社員からのクレームが親会
社の耳に入ったようで、C社長は任
期半ばで退陣する羽目に陥った。さ
すが優良企業グループ（？）ゆえ、
自浄機能が働いたが、そもそもトッ
プの交代でWLBの取組みが左右さ
れぬよう、業績評価などの仕組みに
落とし込んでおく必要があった。
　会社人間は、自らの職権を過大視
して「加害者」になりやすく、一方
で必要以上に忍耐してしまい「被害
者」にもなりやすい。過去３年間に
パワハラがあった企業が３割強とい
う現状（厚労省調べ）は異常だ。社
員は自律性を高めるとともに、ある
時は自己防衛策として、上司や会社
と対峙する覚悟も必要であろう。

注3： 筆者が知るLGBT（レズビアン、ゲ
イ、バイセクシャル、トランスジェ
ンダー）の子から、夜中に「リスト
カットをした」という連絡を受けて
駆けつけたり、「学校でいじめられ
るからカミングアウトできない」と
相談された。このように、彼らは精
神的負担を負っている一方で、自ら
のアイデンティティを掘り下げて考
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連載 連載

と、WLBの「ワ・ラ・バ」の頭文字は、
「ワ＝分かち合い、ラ＝楽あり苦あり、
バ＝バトンリレー」の略語だ。両立のポ
イントを10項目にまとめた。
① 介護・看護は、単なる介助・家事では
ない。大切な家族の終末期の生活プラ
ンを再設計する一大プロジェクトだ。
② 介護・看護にコミットする方法は、5
つ（手、時間、金、頭、心）←てじか
あこ（手近吾子）の順で大切。
③ むしろビジネスパーソンに向いてい
る。仕事で培った知力・体力・精神
力・情報収集力・人間関係構築力を駆
使すれば、必ず乗り越えられる。
④ 両立は大変な一方で、ストレス相殺効
果もある。ライフのストレスはワーク
で発散させる（逆も同じ）。
⑤ 親や子どもは取り替えられないが、仕
事や職場は取り替えられる。優先順位
は明らか。子どもや親のペースは尊重
しつつ、自分は生産性向上に努め、徹
底的に業務を効率化する。
⑥ 介護は介互、看護は看互。いのちのバ
トンリレー。多世代のつながりが互い
の支え、救い、力になる。
⑦ 一人で抱え込まずに、堂々と人に頼
り、バトンリレーする仲間を増やす。
⑧ できることには精一杯向き合い、でき
ないことは手放す（気にしない、あき
らめる）勇気を持つことも必要。
⑨ 困難は、今という「点」で捉えずに、
過去から未来に至る「線」の中に置い
てみる。気持ちに少し余裕ができた
ら、周囲を含めた「面」で考えてみる。
⑩ 小さな「良かったこと」に目を向け、
心のノートに書きためておく。

男女共同参画はすべての人のため
　「Qお名前から女性かと思っていたの
で、男性と知って驚いた。なぜ、男女共
同参画やWLB、Divを研究テーマにして

いるのか？」この質問は20年近く前から
何度も聞かれ続けた。「実は、私も男性
社会に馴染めないマイノリティなので、
自らの生存権を確保するため」と答えた
ところ、誤解を生んだ時期もあった。男
女共同参画は女性のためだけではない。
あらゆる人が自由かつ中立的な選択をで
きる社会システム作りだ（注4）。
　「Q男女共同参画を伝える際に（講演、
執筆など）大切にしている点は何か？」
まず、自分が理解していること、実感し
ていることしか話さない。たまに、企業
等の現場を知らずに、知ったかぶりで小
難しい議論をしたがる学者をみかける
が、私にとっては反面教師だ。
　次に、どんなに社会的立場が高い相手
でもおもねらず、無名な人でも軽んじな
い。自分の話を以前、聞いてくれた人が
いたら、必ずバージョンアップする。
　さらに、キャッチーな言葉で「おっ」
と思わせ、ズバッと本質に切り込むよう
なフレーズ作りに腐心している。どんな
に正しい言葉でも、聞き手の心が閉じた
ままでは馬耳東風になると考えるから
だ。男女共同参画には、もっと相手の心
を開かせるユーモアも必要だと思う。
　「Q男女共同参画は親が子に与える影
響が大きいと思う。渥美さんはどんな家
庭に育ったのか？」拙著『イクメンで行
こう！』は70％ぐらいが実体験だ。父は
大工の棟梁で、日没とともに仕事を終
え、幼い頃はよく遊んでくれた。亡き母
は、病院で受付事務をしながら、夜は父
の工務店の事務もする働き者だった。夫
も妻も働きながら、子どもに向き合うの
が自然な家庭で育った。また、人生でネ
ガティブなことをポジティブに捉える前
向きな姿勢も、両親から教わった（注5）。
　5年に渡り、ご愛読いただき、ありが
とうございました。また、どこかでお目
にかかる日を楽しみにしております。

えているため、総じて自律性が高
い。他人の弱さへの共感力に長け、
他のマイノリティへの理解が深いと
いう点で、ダイバーシティ推進には
うってつけの人財だ。また、男女双
方の気持ちがわかり、架け橋になれ
るタイプもいる。さらに、日本では
生きづらいと考えて、語学習得に熱
心な、グローバル人材に適した子も
いる。
　しかし、残念ながら現在、LGBT
にネガティブな評価をしている企業
が多い。その結果、LGBTはやむな
く隠れて働いており、多大な精神的
負担を被っている。彼らが普通にカ
ミングアウトできれば、15％生産
性が上がるというデータもあるとい
う（日本IBMの梅田恵部長）。
　社員を「人財」にできるか、単な
る材料の「人材」、在籍しているだ
けの「人在」、罪作りな「人罪」（前
述のC社長）にしてしまうかは、企
業の姿勢による。優秀な人財の登
用・活躍という点で、日本企業の
Div施策はまだ始まったばかりだ。

注4： 「男性の中でマイノリティ」という
言葉を誤解した人たちがいて、一時
期「渥美＝ゲイ説」が流れたことが
ある。いわゆる男性優位社会の価値
観には馴染めない変わり者という意
味だったのだが…。
　新入社員当時、「長時間労働は美
徳」という職場風土に素朴な疑問を
ぶつけたら、先輩から「おまえは愛
社精神が足りない」と面罵された苦
い思い出が原点にある。
　また、筆者は日本では1％しかい
ないクリスチャンだ。20年前から
ずっと週末に実家近くの公園で、未
就学の子や小中学生を相手に『子ど
も会』を主宰してきた。そうした活
動を当時の上司から、「無償労働す
るなんてビジネスマンとして無能」
と罵られた。同じ思いを後輩にはさ
せたくはないと思って、研究を進め
てきた（上司とのバトルは、拙著
『イクメンで行こう！』に詳しい）。

注5： 小学校に上がる前、自宅の庭で一人
遊んでいた。通りすがりの男性が
「この家は大工というが、こんな小
さくて汚い家に住んでいるようじ
ゃ、大した腕ではないな」と話して
いた。憤慨した私が家に駆け込み母
に訴えたところ、母はこう言った。
　「父さんがこの家を買った時には、
若くてお金がなかったから、お世辞
にもきれいな家とはいえないのはた
しかね。ただ、父さんも私も一所懸
命に働いているから、いつか綺麗な
おうちが建てられるよ。だから、そ
のおじさんを憎んではいけないよ。
なにくそと思う気持ちをバネにして
頑張ることが大切なの。そうすれ
ば、いつかああいう風に言われて良
かったと思える日が来るからね。」
　一方、父は私が生まれる前のエピ
ソードをよく話す。当時、母は父に
は大きな弁当を持たせて、自分の弁
当は空のまま、食べたフリをしてい
る、と母の勤務先の女医さんから伝
えられ、「頑張って母さんを楽にさ
せよう」と気合いが入った、と父は
いつも母への感謝を口にしていた。
　私も母や妻への感謝を胸に、将
来、孫娘がイキイキと働ける社会に
なるよう、精一杯、頑張ろうと思う。



14

Tokyo

女性エンジニアの卵を立派なエ
ンジニアに育てます。

新社屋からの絶景は、みんな感
動しています。

ヨガ教室で心身をリフレッシュ。
プロのコーチに指導いただいて
います。

取組事例ファイル／企業編

　弊社は、コンサルティングからシステ
ム構築、さらに保守・運用サポートまで
シームレスに高い技術サービスを提供し
ているIT企業です。IT業界で要求され
るスキルが多様化される中、女性が多く
加わることによるメリットは大きいと考
えています。女性が社会で活躍をしてい
くことを、全面的に支援したい、その想
いから、男女共同参画への取り組み（ポ
ジティブアクション）として、事業全体
で“女性歓迎”のエンジニアの募集と育
成を行っています。

　弊社では男女共同参画の全体方針とし
て、以下の2点を掲げ、それに沿った様々
な取り組みを行っています。
　○ 女性活躍の推進について、経営者の
方針の表明と周知

　○ 女性社員の職域拡大や新卒及び中途
女性社員の積極的な採用

【女性の参画を拡大するための基盤整備】
　これらを計画通りに推進していくに
は、まず女性が働きやすい環境を整備す
ることが必要であり、弊社では勤務体制
を中心に基盤整備を進めています。
　具体的にはセクシュアル・ハラスメン
ト対策をはじめ、時間外労働抑制の仕組
み（全社消灯日の設定、会議ルール設定
による時間短縮、定期的な勤務状況の確
認、超過勤務に対して代休取得の推進）
を設定したほか、配偶者帯同転勤の仕組
み、育児中に転勤させないルールの策
定、育児・介護の休業、勤務時間の配慮
（短時間勤務、フレックス勤務、時差出
勤、時間外労働の免除等）、代替要員の
確保や育児休業、介護休暇等の取得を想
定した人事配置など仕事と生活の調和を

実現しやすい環境整備の推進など、結婚
後も勤務を続けやすいような職場環境を
整えています。
　また、女性エンジニアを育成する教育
プログラムを作成したり、全てのエンジ
ニア向けに勉強会を隔週で開催していま
す。このような取り組みにより得た知識
は業務に大いに役立ち、沢山の知識を身
に付けた高スキルのエンジニアを育成す
ることにより、休業明けもすぐに職場に
復帰できることを目指した教育を行って
います。
　以上のような基盤整備に加え、公私共
の充実を図るため、ヨガ部や演劇部など
の活動も行っており、多数の社員が参加
しています。また、新たな部を立ち上げ
ようという動きもあります。このような
活動をしていくことで、心身を整えるこ
とができるほか、社員同士のコミュニケ
ーションをとることができるため、より
良い職場環境づくりに繋がっています。
　そして、その職場環境づくりのひとつ
に、本社移転があります。社員増加に伴
い、より良い職場環境とすべく港区へ本
社を移転します。

【女性社員の職域拡大や新卒女性社員の
積極的な採用】
　弊社では、採用においても様々な工夫
をしています。具体的には、女性向けの
会社説明会を開催したり、採用WEBサ
イト等に女性職員を積極的に掲載したり
と、女性が応募しやすいような工夫をし
た結果、新卒採用者に占める女性の割合
においては昨年の47.3％から、今年の見
込み内定者が90.6％となり、目標より多
くの女性を採用することができました。

株式会社I2C

株式会社I2C（アイ・トゥー・シー）
設立年月日：1998年6月17日
代表取締役：堀　剛明（ほり　たかあき）
従業員数：138名（2012年4月現在）
事業内容：ソフトウェア開発事業、ネットワーク・サーバ構築／運用／保守事業



15

Tokyo

JA全国女性役員等研修会。開会
あいさつをする瀬良全国女性協
会長。

JA女性参画パンフレット（平成
22年はJA役職員用、23・24年は
JA組合員や女性組織メンバー用
作成）

JA全国女性協　「東北復興応援の
旅」で記念植樹に取り組む皆さん

JAの女性参画の推移

注： 正組合員・総代についてはJA全中調査、役員に
ついては農林水産省「総合農協統計表」、平成
23年についてのみJA全中調査

取組事例ファイル／団体編

「JA女性組織」の全国組織
設立：昭和26年に全国農協婦人団体連絡協議会として発足。
会員： 全国46都道府県、706組織、メンバー総数662千人。20歳代から80歳代まで幅広いメンバーが活動し、地産

地消運動（直売所、農産加工、学校給食等への食材供給）、食農教育活動（農業体験、伝統料理・地産地消料
理講習会）、共同購入、健康管理活動、生活文化活動（趣味・教養）、子育て支援、助け合い活動など様々。

1．JA全国女性協とは
　JA全国女性組織協議会は、農村女性
の社会的・経済的地位の向上などを目的
に昭和26年に設立された60年余りの歴史
をもつ団体です。市町村段階にあるJA
女性組織の全国組織であり、会員は706
組織、66万人です。

2．さまざまな活動を展開！
　JA女性組織は、設立当初は農家組合
員家族の女性が中心でしたが、現在は農
家の女性だけでなく、女性なら誰でも参
加できる開かれた組織です。JAをより
どころとする女性組織という特質を活か
し、「食」や「農」を活動の中心とし、
「地域」に根ざした活動を展開していま
す。
　東日本大震災の際は、被災地に近い
JA女性組織が炊き出しや物資の支援を
行ったほか、全国統一の取り組みとして
ミサンガやアームウォーマーをつくって
その材料費の一部を被災地への寄付金と
して贈呈しました。昨年は、「東北復興
応援の旅」として福島県の被災地を訪
れ、記念植樹などにも取り組みました。
　また、平成25～27年度を対象とするJA
女性次期3カ年計画では、「JA女性 心
ひとつに 今をつむぎ 次代へつなご
う！」をテーマに、引き続き復興支援活
動に取り組むことを決定しています。
　次期3カ年計画ではこの他、JA女性組
織活動をより知ってもらうための情報発
信や若い世代の仲間づくりに重点をおく
とともに、JAとのパートナーシップを
強化しJAへの参画をすすめることとし
ています。

3 ．JAとのパートナーシップ強
化を通じた女性参画の推進

　JAグループでは、女性の経営参画に
ついて数値目標掲げており、JA女性組
織もこの数値目標実現のために連携して
取り組んでいます。数値目標は、正組合
員25％以上、総代10％以上、理事等2名
以上です。この目標は、平成12年から掲
げて取り組んでおり、少しずつではあり
ますが参画がすすんできました。現在
は、正組合員19.2％、総代6.5％、理事等
969人（1.36人／JA）となっています。
とりわけ、役員については政策的な後押
しもあり、まもなく1000人を超える見込
みです。JA女性組織経験者が理事とし
て登用される場合も多く、日頃から地域
に根ざした活動に取り組んできたリーダ
ーがJA役員となることで、JA女性組織
や地域の女性の声をJAへつなぐパイプ
役としての役割も期待されています。
　そこで、年に1回JA全国女性役員等研
修会を開催し、女性役員相互の研鑽を図
っています。夜の部の交流会では、誰か
らともなく踊りの輪ができることもしば
しばで、学ぶだけでなく楽しんで仲良く
なるという女性のパワー実感します。
　この他、JA全国女性協では、女性正
組合員が多く増加した組織の表彰や女性
参画パンフレットの作成などを通して女
性参画の取組を推進しています。
　女性が農業従事者の半分を占める現
状をふまえれば、JAにおける女性参画
は十分な数字ではありません。参画をど
んどんすすめ、JAにおいて女性パワー
を発揮していきたいと思います。

JA全国女性組織協議会
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［ News & Information ］

1 News 内閣府

男女共同参画宣言都市奨励事業（坂井市）を開催

2 News 内閣府

男女共同参画宣言都市奨励事業（土浦市）を開催

3 News 国立女性教育会館（NWEC）

大学等における男女共同参画推進セミナー開催

4 Info 経済産業省

「ダイバーシティ経営企業100選」表彰式・
シンポジウムを開催します

　昨年11月17日、福井県坂井
市において、内閣府との共催
で男女共同参画宣言都市奨励
事業「坂井市男女共同参画宣
言都市記念式典」が開催され
ました。

　オープニングでは、平成19・20年度男女共同参画推進委
員が作成した紙芝居「ぼてさん」を元に脚本化した演劇「ぼ
てさん」を、福井県立三国高等学校演劇部が若々しいパワ
ーで見事に演じました。
　式典では、会場が一体となって男女共同参画都市宣言文
の群読が行われ、市全体で男女共同参画社会づくりをさら
に推進していくことを宣言しました。また、内閣府から男
女共同参画の現状や取組等についての報告、坂井市男女共
同参画シンボルマークの表彰式が行われました。
　続いて、経済評論家の勝間和代さんによる「男女共同参
画って、実は女性のためではなく、男性のためだったんで
す‼」と題した記念講演が行われました。少子化対策、ワ
ーク・ライフ・バランスなどについて鋭い視点でお話しい
ただき、参加者からは、納得できることが多かった、勇気
づけられたなどの感想が寄せられました。

　昨年11月18日、茨城県土浦
市において、内閣府との共催
で男女共同参画宣言都市奨励
事業「男女共同参画宣言都市
記念式典」が開催されました。
　オープニングは、市立都和

中学校合唱部の皆さんが美しい混声コーラスを披露し、会
場から惜しみない拍手が送られました。
　式典では、主催者・来賓挨拶に続き、市長のリードのも
と参加者1,000人（内男性参加者400人）により宣言文の群
読を行い、茨城県で10番目の宣言都市となりました。宣言
文は、14万市民の合言葉として土浦市が目指す男女共同参
画社会を分かりやすく表現しており、更に国際社会の動向
について理解を深め、関心が高まるよう英語、仏語を含め
て4カ国語に翻訳しています。
　また、内閣府からは、男女共同参画社会をめぐる最近の
状況と、国における取組について報告をしました。
　記念講演は、ノンフィクション作家の吉永みち子氏によ
り行われ、競馬新聞記者だった頃のエピソードなど笑いを
交えて終始会場を和ませながら、演題の「自分を生きると
いうこと」は、最後に自分の人生を振り返った瞬間に、こ
う生きたという自ら納得のいく生き方だと語りました。

　国立女性教育会館は、11月
29～30日の1泊2日で、大学・
短大・高専における男女共同
参画の推進に向けた「大学等
における男女共同参画推進セ
ミナー」を開催しました。

　大学等の意思決定組織に所属する教職員や男女共同参画
推進担当者など90名が参加しました。
　内海理事長の講義、文部科学省による国の施策説明、東
京学芸大学学長の村松泰子先生をはじめ多彩な講師陣によ
る講義、また、企業の取組として、厚生労働省均等・両立
推進企業表彰を受けた2つの企業による事例発表を行い、学
内における男女共同参画への意識改革の必要性、女性研究
者が働きやすい環境作り等について理解を深めました。
　分科会では『男女共同参画意識を学内に浸透させるため
の組織づくり』『大学における女性研究者支援』『女子学生
へのキャリア形成支援』をテーマに事例報告やグループ討
議等を行い、各校の課題について情報共有するとともに男
女共同参画推進への問題意識を持つきっかけとしました。
　参加者からは「充実したプログラムで学ぶことが多かっ
た」「課題解決へのヒントがたくさん得られた」「情報共有
のネットワークが得られた」等の感想が寄せられました。

　経済産業省では、女性の活躍など多様な人材を活かして、
イノベーションの創出、生産性向上等の成果を上げている
企業を発表し、表彰します。また、ダイバーシティ経営が
企業にもたらす“成果”について、表彰企業の取り組みを
紹介し、パネルディスカッションを行います。皆様のご参
加をお待ちしております。
日時：平成25年3月22日（金）13：30～16：30
場所：飯野ホール（千代田区内幸町2-1-1飯野ビル4階）
プログラム：Ⅰ部　表彰式
　　　　　　Ⅱ部 　表彰企業紹介（「ダイバーシティ経営」

取組内容の紹介）・講評
　　　　　　Ⅲ部 　100選協力企業等におけるパネルディス

カッション（モデレーター：リクルート
ワークス研究所大久保幸夫所長、パネリ
スト：全国求人情報協会、マイナビ、講
談社Rikejo、東京証券取引所、今後就活
する大学生、電通ダイバーシティラボ、
日本経済新聞社等予定）

参加申し込み方法は、以下のURLをご覧ください。
http://www.meti.go.jp/policy/economy/jinzai/diversity/
kigyo100sen.html　　※参加費無料
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男女共同参画センターだより

　北海道立女性プラザは、
北海道における男女平等参
画を促進するための拠点施
設として、平成3年11月に
開設され、情報の収集提
供、多様な交流・研修機会
の提供、相談などの事業を
行っています。
　当プラザには、情報提供
フロアと交流フロアがあ
り、情報提供フロアにおい
ては、図書・DVDをはじめ
男女平等参画に関連した各
種資料の閲覧や貸出しを行
っています。また、交流フ

ーなどを関係団体と連携し
て「女性プラザ祭」を開
催。毎年全道各地域から多
くの団体や道民の方に参加
いただいています。今年度
の講演会やワークショップ
は、北海道の食と元気をテ
ーマに実施しました。
　一方、道内で男女平等参
画の推進活動を行っている
団体にサポーター登録して
いただき、ホームページ上
での活動紹介やサポーター
通信の発行などを通じて、
連携を深めています。

ロアにおい
ては、様々
な団体、グ
ループ、個
人の交流や
活動が行わ
れているほ
か、コンサ
ートなどの

　さらに、
男性を対象
にした事業
として、子
育て講座を
開催し、家
族ぐるみで
参加いただ
くなど、今

イベントも催しています。
　また、女性の抱える問題
に法律面から対応するた
め、女性の弁護士による
「女性のための相談室」を
行うほか、電話などによる
各種相談について、適切な
相談窓口の紹介を行ってい
ます。
　交流・研修事業の一環と
して、毎年11月に、当プラ
ザの開館を記念し、講演会
やワークショップを中心
に、DVD上映会、パネル
展をはじめ、お茶会やバザ

日的な課題にも対応すると
ともに、利用者層の拡充に
努めています。今年度は、
男性向けに介護入門講座を
開催することとしていま
す。
　今後も当プラザの利便性
や機能を十分活用し、適時
催しを開催するなど、道民
に気軽に訪れていただく機
会を増やすとともに、道内
各地域から女性プラザの機
能が活用できるよう取り組
みを進めてまいります。

　5年間に渡り本誌の連載
を渥美由喜さんに担当して
いただきました。
　第1回目の「世界のワー
ク・ライフ・バランス事
情」から始まり、ワーク・
ライフ・バランスやダイバ
ーシティーの推進につい
て、様々な視点から多岐に
わたりご執筆いただきまし
た。
　多くの読者の方が楽しま
れたと思います。
　私も楽しく読ませていた
だきましたし、大変勉強に
なりました。長い間、本当
にありがとうございまし
た。

お知らせ
　「共同参画」のアンケー
トを裏表紙に入れました。
今後の参考とさせていただ
くために多くの方の回答を
お願いします。

　次号の「共同参画」は、
4・5月合併号で5月10日発行
となります。

（編集デスク　K.K）

女性プラザ祭2012
女も男もワイワイセッション
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